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第２回 鶴川東地区小学校新たな学校づくり基本計画推進協議会 議事録  

  

開催日時 202３年８月２３日（水） ９：３４～１１：１５ 

開催場所 町田市立鶴川第二小学校 ランチルーム（ウェブ会議併用） 

出席者 

(敬称略) 

委員 中岡可奈子、中村篤子、岩永三華、嶋田翔子、大川原久、吉川和男、大塚勉、

陶山慎治、市川佳孝、内野洋輔、〇鈴木明子 

（◎：会長、〇：副会長） 

事務局 教育総務課、新たな学校づくり推進課、施設課、学務課、保健給食課、 

指導課、教育センター 

傍聴者 ０名 

 

議事内容（敬称略） 
新たな学校推進課 会長不在のため、副会長が会長代理を行う。 

 

１ 第１回推進協議会の振り返りについて 

新たな学校推進課 （資料１説明） 

 

２ 報告事項 

（１） 新たな学校づくり基本計画の進捗状況について 

新たな学校推進課 （資料２-１説明） 

 

（２） 町田市学校統合等に伴う地区別学区別変更一覧のホームページ掲載について 

（３） 町田市学校統合等に伴う在校生の通学先に対する配慮に係る基本方針について 

（４） 町田市学校統合等に伴う通学区域再編時期の変更について 

（５） ２０２３年度児童・生徒・学級数の推計について（鶴川東地区・鶴川西地区） 

学務課  （資料２-１～２-５説明） 

委員  中学校の統合が行われることで鶴川地区の生徒が薬師中に通うことはあるのか。 

新たな学校推進課 新たな学校づくり推進計画では、202７年度に金井中と薬師中が統合し、 

２０３０年度に金井中の位置に新校舎が完成する計画となっている。統合後は、完

成までの３年間、金井、金井町、金井が丘、野津田町の一部、薬師台の生徒が統合校

である薬師中の場所に通うことになる。 

 

（６）鶴川東地区統合新設小学校の新校舎建設中の仮校舎（鶴川第二小学校）について 

施設課  （資料２-６説明） 

委員  鶴二小の仮校舎を建設する位置はどこになるのか。 

施設課  鶴二小の仮校舎の位置は実際に設計していく中で検討していくが、プールを解体

し、その近辺に建設する想定である。 

委員  体育館は残るのか。 

施設課  体育館は残る。体育館に接続できるような形で仮校舎を配置していくことも考え

られる。 
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委員  鶴川市民センターで行われた鶴川地区の避難行動要支援者の個別避難計画の策定

説明会に参加した。高齢の方や障がいのある方を避難させるケアマネージャーから、

何を見れば避難所の場所が分かるのかと質問をしていた。 

   建替えスケジュールや車椅子の方の動線など、ホームページで公開して情報共有

してはどうか。 

施設課  防災課としては避難者の方に既存の体育館を使用してもらうことも検討してい

る。仮校舎についてもバリアフリー化の検討など参考としたい。 

 

（７）「荷物らくらく登校」の試行について 

新たな学校推進課 （資料２-７説明） 

委員  教育委員会ではクロームブックの持ち帰りを推奨しているが、なぜクロームブッ

クを持ち帰らない実験をするのか。 

新たな学校推進課 荷物の軽減には重量と数量という課題があり、その中で重さの一番を占めるのが

クロームブックであった。クロームブックを持ち帰らないことで学習環境にどう影

響があるのかを確かめたい意図がある。 

委員  水筒のみで登校する日はリュックに水筒のみを持っていくのか。 

新たな学校推進課 水筒１つだけということを想定しており、実験を通しての影響や課題を確認し、

荷物の軽減対策について考えていきたい。今後は鶴川地区や南成瀬地区でも実験を

行うことを考えている。 

委員  この実験は、将来的にリュックにしようということなのか。 

新たな学校推進課 そこまでは考えていない。主な目的としては、統合に伴って通学距離が長くなる

子どもたちの負担を少しでも減らせる工夫ができればと考えている。 

 

（８）その他報告事項について 

新たな学校推進課 （資料２-８説明） 

 

３ 検討事項 

（１）新たな学校への歴史の継承について 

新たな学校推進課 （資料３-１説明） 

 

〔 ワークショップ 〕 

 

副会長  デジタル保存で残せるものは残し、卒業制作や記念品については校舎解体前に欲

しい方がいるかホームページで聞くとの意見が出た。 

  また、合唱部の賞状をファイルにまとめ、トロフィーは新しい学校や市民センタ

ーなどに飾って残すことができないかとの意見が出た。 

  そういった意見の一方で、学校に対して皆がいい思い出ばかりではなく、学校を

思い出すことで嫌な気分になる人も少なからずいる。そういった方々もいるという
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ことも頭の片隅に入れておく必要があるとの意見もあった。 

副会長     校歌については、メロディーだけでもどこかで流れていれば、これから育っていく

子どもたちが鼻歌を歌ったり、それを聞いた大人が楽しめたりするのではないかとの

意見が出た。 

副会長 歴史の継承というのは、統合校同士の歴史を一緒に継承していくことになるため、 

統合校同士での継承方法の整合性を取るべきとの意見が出た。 

 

副会長  〈閉会の挨拶〉 


